
  

１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期 29,568 17.5 1,219 846.2 1,261 536.0 924 － 

22年3月期第１四半期 25,166 △44.1 128 △96.9 198 △95.3 74 △97.3 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期 44 60 44 60 

22年3月期第１四半期 3 57 3 33 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期 84,961 44,288 52.1 2,133 97 

22年3月期 80,092 43,818 54.6 2,109 26 

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 44,228百万円 22年3月期 43,716百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期 － － 5 00 － － 15 00 20 00 

23年3月期 － － 

23年3月期（予想） 12 00 － － 13 00 25 00 

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 61,926 7.9 1,392 37.2 1,452 29.6 848 44.8 40 91 

通期 127,886 10.2 2,926 27.1 3,038 21.9 1,765 38.2 85 15 



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      －  社 （社名）      －       、除外    －   社  （社名）   － 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する説明 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。  

   

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  （将来に関する記述等についてのご注意） 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に

関する事項につきましては、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くださ

い。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 21,244,830株 22年3月期 21,244,830株

②  期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 518,749株 22年3月期 518,670株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 20,726,134株 22年3月期１Ｑ 20,726,260株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報  

 当社グループにおきましては、従来からの基本戦略である「販売エリアの拡大」と「販売シェアの向上」の取組み

の一環として、神奈川県川崎市に東京支店川崎センターが竣工いたしました。このセンターは自社専用バースの保有

による仕入面でのコストダウンをはかり、浦安センターと合わせて東日本エリアの物流基地としてお客さまへの更な

る利便性というサービス強化の役割を担います。  

 この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は、295億68百万円（前年同四半期比17.5％増）となりました。主

な要因といたしましては販売数量が増加したことによるものです。  

 損益面におきましても、販売数量の増加とスプレッドの上昇により、営業利益12億19百万円（前年同四半期比

846.2％増）、経常利益は12億61百万円（前年同四半期比536.0％増）となりました。 

 特別損益におきましては、固定資産の売却、役員退職慰労金、過年度の資産除去債務の影響額の計上により当四半

期純利益は９億24百万円（前年同四半期比1,146.2％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産の部）  

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ48億69百万円増加し、849億61百万円となり

ました。主な変動要因は、鉄鋼商品市況が上昇するとともに在庫数量も増加したことによるたな卸資産の増加、東京

支店川崎センター完成により有形固定資産の増加、および販売数量の増加にともなう売上債権の増加によるものであ

ります。 

（負債の部）  

 前連結会計年度末に比べて43億99百万円増加し、406億72百万円となりました。主な変動要因は、在庫商品の増加

および設備投資に関する支払いによる短期借入金の増加、および仕入の増加にともなう買掛金の増加によるものであ

ります。 

（純資産の部） 

 当第１四半期における利益剰余金は、株式配当金の支払はありましたが、当四半期純利益によって６億13百万円増

加しました。総じて純資産は、前連結会計年度末に比べ４億69百万円増加し、442億88百万円となりました。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は52.1％となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社の主要販売商品であります鉄鋼商品市況の動向や、国内建築分野における需要低迷が続いている状況など、現

状において不透明な要素が多く、十分な確度を持った業績予想を取りまとめるに至っていないことから、現時点では

平成22年５月14日発表の第２四半期累計期間、および通期の業績予想に変更はありませんが、今後、業績予想に大き

な変化がある場合には適時適切に開示してまいります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

   当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

   また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。一部の子会社においては、法人税等の納付税額の算定に関しては、

加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。 

⑤ 税金費用の計算 

   当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  資産除去債務に関する会計基準の適用 

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

  これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ１百万円、税金等調整前四半期純利益は、41百万円減少しており

ます。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は61百万円であります。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,558 1,409

受取手形及び売掛金 37,271 36,250

商品及び製品 9,146 7,281

原材料及び貯蔵品 892 569

その他 2,511 2,479

貸倒引当金 △219 △215

流動資産合計 51,161 47,774

固定資産   

有形固定資産   

土地 18,953 19,001

その他（純額） 12,879 11,266

有形固定資産合計 31,833 30,267

無形固定資産 550 540

投資その他の資産   

投資有価証券 727 803

その他 1,378 1,349

貸倒引当金 △689 △643

投資その他の資産合計 1,416 1,509

固定資産合計 33,800 32,317

資産合計 84,961 80,092

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 24,600 23,929

短期借入金 10,315 7,015

1年内返済予定の長期借入金 300 575

未払法人税等 546 652

賞与引当金 290 187

役員賞与引当金 30 27

その他 3,043 2,172

流動負債合計 39,127 34,560

固定負債   

社債 100 100

長期借入金 127 152

退職給付引当金 478 477

役員退職慰労引当金 340 530

資産除去債務 61 －

その他 437 451

固定負債合計 1,545 1,712

負債合計 40,672 36,273
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,780 3,780

資本剰余金 3,509 3,509

利益剰余金 37,482 36,869

自己株式 △602 △602

株主資本合計 44,169 43,556

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 89 134

繰延ヘッジ損益 △30 26

評価・換算差額等合計 58 160

少数株主持分 59 101

純資産合計 44,288 43,818

負債純資産合計 84,961 80,092
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 25,166 29,568

売上原価 23,470 26,664

売上総利益 1,696 2,904

販売費及び一般管理費 1,567 1,684

営業利益 128 1,219

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 12 10

仕入割引 14 14

受取家賃 11 12

助成金収入 22 7

雑収入 25 26

営業外収益合計 86 71

営業外費用   

支払利息 8 7

売上割引 8 7

為替差損 0 0

雑損失 0 15

営業外費用合計 17 29

経常利益 198 1,261

特別利益   

固定資産売却益 3 194

投資有価証券売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 39 －

受取保険金 － 138

特別利益合計 42 333

特別損失   

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 17 0

固定資産圧縮損 22 －

投資有価証券評価損 3 －

役員退職慰労金 － 56

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40

その他 2 －

特別損失合計 45 99

税金等調整前四半期純利益 195 1,494

法人税等 121 523

少数株主損益調整前四半期純利益 － 970

少数株主利益 － 46

四半期純利益 74 924
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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